（参考）

（1） 年度別観光交流客の推移と特徴
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○ 観光交流客数は、昭和63年度までは海外旅行ブームが追い風となって国内旅行に

　 も拍車がかかり順調に増加し、昭和63年度に過去最高の1億4,148万人となった。

   同様に宿泊客数も平成３年度に過去最高の2,765万人となった。

○　平成元年度は、統計上の基礎数値が料理等飲食税課税データから特別地方消費税

   の申告数値に変わったことや、伊東沖の海底噴火等の影響のため、1億2,006万

   人と前年度に比べ15.1％減少した。

   伊東沖の海底噴火の影響等により、伊豆地域は県全体の45.0％と全体に占める割

   合が半数以下となり、また宿泊施設、観光施設とも入込客数は前年度比△39.3％、

   △4.8％とそれぞれ下回った。

○平成3年度は、冷夏、秋の長雨、台風襲来、景気の減速など厳しい状況であった

   が、湾岸戦争の影響で海外旅行が国内にシフトしたこと、ゴールデンウイークが好天に恵まれたことなどから、観光交流客数は1億3,116万人、前年度比5.1％増、宿泊客数は過去最高の2,765万人となった。

○　平成13年度以降、観光交流客数はほぼ横ばい、宿泊客数は減少傾向にあった。

○ 平成23年度は、東日本大震災直後の４月・５月を中心に多くの祭りやイベントが中止となったことなどが影響し、観光交流客数は１億2,966万人で２年連続の減少、宿泊客数は1,684万人で４年連続の減少となった。
（２） 過去5年間の増加率における地域別寄与度

①観光交流客数

　　平成23年度は、富士地域が増加したものの、東日本大震災の影響を強く受け、その他の地域では減少。特に祭りやイベントの中止が響いた、駿河地域や西北遠地域、伊豆地域などで大きく減少した。
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②宿泊客数

　　富士地域や西北遠地域では、ビジネス需要の増加により宿泊客数が増加した。その他の地域では減少し、特に県内宿泊の約６割を占める伊豆地域の減少が影響した。ただし、減少幅は緩和しつつある。
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※寄与度：全体の増減に対し、各地域がどの程度影響を与えたかを示す指標であり、各地域の寄与度を合計すると全体の対前年度増加率になる。

（３） 平成23年度四半期別観光交流客数等の前年度比と地域の寄与率

　①観光交流客数

震災直後の４～６月期は、自粛ムードの中、多数の祭りやイベントが中止となり、観光交流客数は大きく落ち込んだが、四半期ごとに徐々に回復してきた。
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　②宿泊客数

平成23年度は、東日本大震災の影響を強く受け、伊豆地方を中心に大きく減少した。四半期ごとに徐々に回復し、１～３月期は震災が発生した前年からの反動で大幅な増加となった。
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昭和63年度：1億4,148万人








平成3年度：2,765万人
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平成23年度：1億2,966万人
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